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論 文 内 容 の 要 旨
本研究は，high mobility group A２（Hmga２）のマウス下顎第一臼歯（M１）歯胚における発現と歯・顎骨の成長
におよぼす影響を野生型およびHmga２ノックアウト（KO）マウスを用いて検討した。さらに，Hmga２による幹細
胞因子（Sox２，Nanog）発現の制御について検討し，以下の結果を得た。
１）Hmga２の発現は，胎生１２～１８日において，発育段階に応じて口腔上皮，エナメル器，歯胚周囲間葉細胞で変動
し，生後歯胚では急速に停止した。
２）Hmga２は，胎生１５～１８日の後期歯胚において，歯小嚢と cervical loop に強く発現した。
３）Hmga２ KOマウスは，M１歯胚が矮小化する傾向にあり，野生型マウスに比べて歯冠と歯根は有意に小さかっ
た。
４）Hmga２ KOマウスは，野生型マウスに比べて臼歯の萌出が遅延し，下顎骨の成長が有意に抑制された。
５）マウス線維芽細胞において，Hmga２は Sox２と Nanog の mRNAの発現量を上昇させた。
６）Sox２と Nanog の発現は，野生型マウスではHmga２と共局在したが，Hmga２ KOマウスでは間葉細胞で消失
し，エナメル器と口腔上皮では残存した。
論 文 審 査 の 要 旨
Hmga２は歯と骨格の形成に関わる可能性が示唆されているが，その詳細は不明である。本研究では，Hmga２の下
顎M１歯胚での発現と歯の形成に果たす役割を組織学的，実験動物学的に解析している。その結果，Hmga２が歯胚の
発育，歯の形成・萌出と顎骨の成長を促進するとともに，歯胚での幹細胞因子の発現を制御する可能性を示唆してい
る。
以上は，歯学に寄与するところが大きく，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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